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IQVIA ジャパン グループ 

新型コロナワクチンの接種対象「高齢者以外で基礎疾患を有する方」

の日本国内都道府県別の推計値を発表 

新型コロナワクチン接種計画の立案をデータ分析で支援 

 

IQVIA ジャパン グループ（東京都港区：会長 湊 方彦、以下 IQVIA）は、日本国内における新型コ

ロナワクチンの接種順位で、「医療従事者」「高齢者」の次に対象となる「高齢者以外で基礎疾患

を有する方」について、IQVIA が保有する匿名加工されたレセプトデータ等の分析により都道府

県別の推計人数を発表しました（算出結果の詳細は後掲ご参照）。なお、今回の推計は、前述の

レセプトデータをはじめ、患者が特定されない匿名化されたデータのみを使用しています。 

 

本推計では、日本全体で約 1,330 万人の対象者が存在する可能性が明らかとなり、また疾患別で

は高血圧、糖尿病、喘息の順に対象者数が多く、これらの疾患だけで約 900 万人の対象者が存在

する可能性があることも分かりました。 

 

IQVIA はこれまで半世紀以上にわたり、網羅性の高い国内外医療用医薬品市場データをはじ

め、匿名化された実診療データを集積・分析することで、ヘルスケア産業並びに医療の進展へ

の貢献に尽力してまいりました。この度、極めて効率的な運用体制が求められる新型コロナワ

クチン接種の計画立案へ資すものとなることを願い、弊社が保有するデータや事業活動を通じ

て培った分析及び専門性を適用し、「高齢者以外で基礎疾患を有する方」を推計人数として算

出しております。 

 

都道府県別の「高齢者以外で基礎疾患を有する方」の推計人数および調査の概要は、次頁をご覧

ください。 
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都道府県別の「高齢者以外で基礎疾患を有する方」の推計人数 (単位: 千人) 

 

北海道 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 

678 151 133 243 127 112 204 

茨城 栃木 群馬 新潟 山梨 長野 埼玉 

290 206 190 233 81 216 629 

千葉 神奈川 東京 静岡 愛知 岐阜 三重 

575 852 1,542 377 755 203 173 

富山 石川 福井 滋賀 京都 兵庫 奈良 

114 130 85 132 286 573 152 

和歌山 大阪 鳥取 島根 岡山 広島 山口 

108 1,007 63 76 212 315 156 

徳島 香川 愛媛 高知 福岡 佐賀 長崎 

90 113 160 87 548 79 151 

熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄 
  

185 129 115 171 125 

 

 

＜自治体ご関係者様専用窓口について＞ 

ワクチン接種の実施主体となる市区町村レベルの推計人数算出につきましては、以下の専用窓

口までお問い合わせください。個別に対応をさせていただきます。 

 

IQVIA ソリューションズ ジャパン株式会社 担当：栗原  

michiaki.kurihara@iqvia.com 080-9355-3743 （社用携帯電話）＊リモートでの対応とさせていただいております 

 

なお、市区町村レベルの推計人数データにつきましては、自治体ご関係者様を対象に、個別協議

の上でのご提供とさせていただいております。予めご了承いただきたくよろしくお願い申し上げ

ます。 
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＜推計手法の概要と限界について＞ 

対象者範囲 

厚生労働省の資料に基づき、以下の（１）から（３）に当てはまる方を対象とした。 

 

ご参考：厚生労働省の資料に基づく、基礎疾患を有する方の範囲 

（１） 以下の病気や状態の方で、通院/入院している方 

１．慢性の呼吸器の病気  

２．慢性の心臓病（高血圧を含む。）  

３．慢性の腎臓病  

４．慢性の肝臓病（肝硬変等）  

５．インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病又は他の病気を併発している糖尿病  

６．血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く。）  

７．免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む。）  

８．ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている  

９．免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患  

10．神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態（呼吸障害等）  

11．染色体異常  

12．重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害が重複した状態）  

13．睡眠時無呼吸症候群 

（２） 基準（BMI 30 以上）を満たす肥満の方 

（３） 重い精神疾患や知的障害がある方 

 

推計に使用したデータと手法 

上記（１）については、IQVIA ジャパン グループが保有する匿名加工された全国 309 万人のレ

セプトデータ等をもとに、2019 年 12 月から 2020 年 11 月までの 1 年間において、対象となる

病気や状態について現在治療中と考えられる 16 歳から 64 歳迄の対象者数を推計した。なお、複

数の疾患を併発している場合には重複分を除外した。 

上記（２）については、国民健康・栄養調査をもとに、16 歳から 64 歳迄の対象者数を推計した。

また、上述のレセプトデータを用いて肥満症の治療中と考えられる方の他疾患との併発状況をも

とに、他の疾患等を併発している場合の重複分を除外した。 

上記（３）については、精神障害者保健福祉手帳又は療育手帳を保有されている方の内、16 歳か

ら 64 歳までの対象者数を推計した。また、上述のレセプトデータを用いて対象となる主たる精



 

神疾患等の治療中と考えられる方の他疾患との併発状況をもとに、他の疾患等を併発している場

合の重複分を除外した。 

 

推計の限界について 

本算出結果は、対象者となる病気や状態の具体的な定義方法、日本全体への拡大比率や都道府県

別の比率等について、複数のデータをもとに一定の仮定をおいた上で計算したものであり、あく

までも推計値となる。 

 

 

IQVIA について 

IQVIA （NYSE:IQV）は、先進的かつ高度な分析力と機能、革新的テクノロジー、および臨床試験サービスをライフ

サイエンス業界の皆さまへ提供する世界的なリーディング企業です。IMS Health と Quintiles の統合により誕生した

IQVIA は、ヒューマン・データ・サイエンス（分析の精緻さとデータサイエンスの明晰さを、拡大し続けるヒューマ

ンサイエンスの領域に対し活用すること）を用いることにより、ヘルスケア企業の皆さまが臨床開発とコマーシャル

領域におけるこれまでに無いアプローチを、新たなイマジネーションの下で発展させ、イノベーションを速め、ヘル

スケア・アウトカムの改善をより一層加速させることを支援します。私たちの原動力である「IQVIA CORE™」によ

って、IQVIA は実務実行力を伴いながら、大規模な分析、革新的なテクノロジー、そしてスペシャリストによる幅広

い専門知識、これらが交差する地点に、実用的且つ唯一無二のインサイトを提供しています。私たち IQVIA は現在、

およそ 70,000 人が、世界 100 以上の国と地域で活動しています。 

IQVIA は、患者の皆さまの個人情報保護の分野においても、世界をリードしています。医療関係者の皆さまが、疾患

のパターンを特定し、より良いアウトカムの実現のために必要である明確な治療方針や治療法の関連づけに資する規

模での情報を収集・分析すると同時に、様々なプライバシー保護のための技術や安全対策に取り組んでおります。

IQVIA が持つインサイトや実務の実行力は、治療・治癒の実現に向かい尽力するバイオテクノロジー企業、医療機器

メーカー、製薬企業、医学研究機関、政府機関、保険者やその他様々な医療関係者の皆さまによる疾患そのものや人

間の行動、サイエンスの進歩に対する更なる理解の深耕を支援します。IQVIA の詳しい情報はこちら

（www.iqvia.com）をご覧ください。日本向けの URL はこちら（www.iqvia.co.jp） 

 

 

 

＜自治体ご関係者様 お問い合わせ窓口＞ 

IQVIA ソリューションズ ジャパン株式会社 担当：栗原 080-9355-3743（社用携帯電話） 
michiaki.kurihara@iqvia.com  

＊リモートでの対応とさせていただいております 

 
 

＜メディアご関係者様 お問い合わせ先＞ 

IQVIA ジャパン グループ 広報 03-6894-5420 JP.coms@iqvia.com 
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